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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えることができる可変型ディスプレイ装置
において、
　前記ディスプレイ装置の背面の半分の領域にそれぞれ移動可能に装着され、移動に従っ
て前記ディスプレイ装置の曲率を変化させる第１アングルブロックモジュール及び第２ア
ングルブロックモジュールと、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールを移動
させる駆動システムと、
を備え、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは、そ
れぞれ前記駆動システムと接続された第１リンクを含む複数のリンクを有し、
　前記第１リンクを前記駆動システムから遠ざけるように移動させることで前記ディスプ
レイ装置の前記曲率を増加させ、該第１リンクを該駆動システムに近づけるように移動さ
せることで該ディスプレイ装置の該曲率を減少させるように構成され、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールのそれ
ぞれは、複数のアングルブロックと、
　隣接するアングルブロックの前記複数のリンクの内の一部のリンクを連結するシャフト
ベアリングと、
　を含み、
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　前記複数のアングルブロックは、それぞれ前記ディスプレイ装置に固定され、
　前記複数のアングルブロックの内の第１アングルブロックの第１縁部と前記複数のアン
グルブロックの内の第２アングルブロックの第２縁部は、前記シャフトベアリングの移動
により、垂直方向に持ち上がり、前記第２アングルブロックの第１縁部と前記複数のアン
グルブロックの内の第３アングルブロックの第２縁部は、垂直方向に下がり、前記第３ア
ングルブロックの第１縁部は垂直方向に持ち上がる、可変型ディスプレイ装置。
【請求項２】
　ディスプレイパネルを更に備え、前記ディスプレイ装置の曲率を変化させることにより
、前記ディスプレイパネルの曲率を変化させる、請求項１に記載の可変型ディスプレイ装
置。
【請求項３】
　前記ディスプレイパネルは有機発光ダイオード装置を含む、請求項２に記載の可変型デ
ィスプレイ装置。
【請求項４】
　平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えることができる可変型ディスプレイ装置
において、
　前記ディスプレイ装置の背面の半分の領域にそれぞれ移動可能に装着され、移動に従っ
て前記ディスプレイ装置の曲率を変化させる第１アングルブロックモジュール及び第２ア
ングルブロックモジュールと、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールを移動
させる駆動システムと、
を備え、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは、そ
れぞれ前記駆動システムと接続された第１リンクを含む複数のリンクを有し、
　前記第１リンクを前記駆動システムから遠ざけるように動かすことで前記ディスプレイ
装置の前記曲率を増加させ、該第１リンクを該駆動システムに近づけるように移動させる
ことで該ディスプレイ装置の該曲率を減少させるように構成され、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは、
　それぞれがアングルブロック及び該アングルブロックの両側に前記複数のリンクの内の
一部のリンクを含む、一列に配置された複数のブロックユニットと、
　各ブロックユニットの前記一部のリンクを隣接するブロックユニットのリンクと連結す
るシャフトベアリングと、
を含み、
　前記第１アングルブロックモジュールは前記駆動システムの第１側に位置し、前記第２
アングルブロックモジュールは該第１側とは逆の前記駆動システムの第２側に位置し、
　複数の前記アングルブロックは、それぞれ前記ディスプレイ装置に固定され、
　前記複数のアングルブロックの内の第１アングルブロックの第１縁部と前記複数のアン
グルブロックの内の第２アングルブロックの第２縁部は、前記シャフトベアリングの移動
により、垂直方向に持ち上がり、前記第２アングルブロックの第１縁部と前記複数の内の
アングルブロックの第３アングルブロックの第２縁部は、垂直方向に下がり、前記第３ア
ングルブロックの第１縁部は垂直方向に持ち上がる、
可変型ディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記複数のブロックユニットの前記アングルブロックは、二つの長辺と二つの短辺を有
する矩形状であり、前記長辺は前記リンクの長さに対応する長さを有し、前記短辺は前記
長辺に対して垂直であり、かつ前記長辺より短く、
　前記アングルブロックは、前記二つの短辺のうちの一方の短辺に突出段部を有し、他方
の短辺に段差部を有し、
　一つのアングルブロックの突出段部は、隣接するアングルブロックの段差部に噛合うよ
うに構成される、請求項４に記載の可変型ディスプレイ装置。
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【請求項６】
　前記駆動システムは、
　駆動力を発生させる駆動部と、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールに前記
駆動力を伝達する駆動部品と、
を含む、請求項１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記駆動部はモーターを含む、請求項６に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールに連結
され、前記ディスプレイ装置を平らにするための平坦度調節部を更に含む、請求項１に記
載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記ディスプレイ装置の前記背面の半分の領域が、該背面の上部または下部である、請
求項１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記駆動システムは、前記第１アングルブロックモジュールと前記第２アングルブロッ
クモジュールとの間において、前記ディスプレイ装置の前記背面の中央部に位置する、請
求項１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１１】
　平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えることができる可変型ディスプレイ装置
において、
　前記ディスプレイ装置の背面に可変システムを備え、該可変システムは、
　　移動可能であり、移動に従って前記ディスプレイ装置の曲率を変化させる第１アング
ルブロックモジュール及び第２アングルブロックモジュールと、
　　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールに結
合され、前記第１及び第２アングルブロックモジュールを移動させる駆動システムと、
を含み、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは、そ
れぞれ前記駆動システムと接続された第１リンクを含む複数のリンクを有し、
　前記第１リンクを前記駆動システムから遠ざけるように移動させることで前記ディスプ
レイ装置の前記曲率を増加させ、該第１リンクを該駆動システムに近づけるように移動さ
せることで該ディスプレイ装置の該曲率を減少させるように構成され、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは更に
、それぞれがアングルブロック及び該アングルブロックの両側に前記複数のリンクの内の
一部のリンクを含む、一列で配置された複数のブロックユニットと、
　各ブロックユニットの前記一部のリンクを隣接するブロックユニットのリンクと連結す
るシャフトベアリングと、
を含み、
　複数の前記アングルブロックは、それぞれ前記ディスプレイ装置に固定され、
　前記複数のアングルブロックの内の第１アングルブロックの第１縁部と前記複数のアン
グルブロックの内の第２アングルブロックの第２縁部は、前記シャフトベアリングの移動
により、垂直方向に持ち上がり、前記第２アングルブロックの第１縁部と前記複数の内の
アングルブロックの第３アングルブロックの第２縁部は、垂直方向に下がり、前記第３ア
ングルブロックの第１縁部は垂直方向に持ち上がる、
可変型ディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールは、前
記駆動システムの一側に位置する、請求項１１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１３】
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　前記駆動システムは、
　駆動力を発生させる駆動部と、
　前記第１アングルブロックモジュール及び前記第２アングルブロックモジュールに前記
駆動力を伝達する駆動部品と、
を含む、請求項１１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記駆動部はモーターを含む、請求項１３に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１５】
　前記駆動システムは、前記ディスプレイ装置の前記背面の中央部に位置する、請求項１
１に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１６】
　平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えることができる可変型ディスプレイ装置
において、
　前記ディスプレイ装置の背面に移動可能に装着され、移動に従って前記ディスプレイ装
置の曲率を変化させるアングルブロックモジュールと、
　前記アングルブロックモジュールを移動させる駆動システムと、
を備え、
　前記アングルブロックモジュールは、前記駆動システムと接続された第１リンクを含む
複数のリンクを有し、
　前記第１リンクを前記駆動システムから遠ざけるように移動させることで前記ディスプ
レイ装置の前記曲率を増加させ、該第１リンクを該駆動システムに近づけるように移動さ
せることで該ディスプレイ装置の該曲率を減少させるように構成され、
　前記アングルブロックモジュールは更に、
それぞれがアングルブロック及び該アングルブロックの両側に前記複数のリンクの内の一
部のリンクを含む、一列で配置された複数のブロックユニットと、
各ブロックユニットの前記一部のリンクを隣接するブロックユニットのリンクと連結する
シャフトベアリングと、
を含み、
　複数の前記アングルブロックは、それぞれ前記ディスプレイ装置に固定され、
　前記複数のアングルブロックの内の第１アングルブロックの第１縁部と前記複数のアン
グルブロックの内の第２アングルブロックの第２縁部は、前記シャフトベアリングの移動
により、垂直方向に持ち上がり、前記第２アングルブロックの第１縁部と前記複数の内の
アングルブロックの第３アングルブロックの第２縁部は、垂直方向に下がり、前記第３ア
ングルブロックの第１縁部は垂直方向に持ち上がる、
可変型ディスプレイ装置。
【請求項１７】
　前記アングルブロックモジュールは、前記駆動システムの一側に位置する、請求項１６
に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１８】
　前記複数のブロックユニットの前記アングルブロックは、二つの長辺と二つの短辺を有
する矩形状であり、前記長辺は前記リンクの長さに対応する長さを有し、前記短辺は前記
長辺に対して垂直であり、かつ前記長辺より短く、
　前記アングルブロックは、前記二つの短辺のうちの一方の短辺に突出段部を有し、他方
の短辺に段差部を有し、
　一つのアングルブロックの突出段部は、隣接するアングルブロックの段差部に噛合うよ
うに構成される、請求項１７に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項１９】
　前記駆動システムは、
　駆動力を発生させる駆動部と、
　前記アングルブロックモジュールに前記駆動力を伝達する駆動部品と、



(5) JP 5947366 B2 2016.7.6

10

20

30

40

50

を含む、請求項１６に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項２０】
　前記駆動部はモーターを含む、請求項１９に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項２１】
　前記駆動システムは、前記ディスプレイ装置の前記背面の中央部に位置する、請求項１
６に記載の可変型ディスプレイ装置。
【請求項２２】
　背面に移動可能に位置するアングルブロックモジュールと該アングルブロックモジュー
ルを移動させる駆動システムとを備えるディスプレイ装置を、平板型モード又は曲面型モ
ードに切り替える方法において、
　前記駆動システムを活性化させて前記アングルブロックモジュールを移動させ、前記デ
ィスプレイ装置の曲率を調節する段階を含み、
　前記アングルブロックモジュールは、前記駆動システムと接続された第１リンクを有し
、
　前記第１リンクを前記駆動システムから遠ざけるように移動させることで前記ディスプ
レイ装置の前記曲率を増加させ、該第１リンクを該駆動システムに近づけるように移動さ
せることで該ディスプレイ装置の該曲率を減少させ、
　前記ディスプレイ装置の曲率を調節する段階は、
　前記駆動システム内の駆動部を駆動させて駆動力を生成し、前記駆動力を前記アングル
ブロックモジュールの前記第１リンクに伝達し、前記駆動力によって前記駆動部が該第１
リンクを動かす段階と、
　前記第１リンクの動きによって前記ディスプレイ装置の前記背面に固定され、前記第１
リンクに連結されるアングルブロックの固定された力を相反させる段階と、
　前記第１リンクと第２リンクとを連結するシャフトベアリングを、前記ディスプレイ装
置の前記背面に垂直な方向に移動させ、前記アングルブロックの短辺を該ディスプレイ装
置の該背面に対して一定角度で移動させ、該ディスプレイ装置を前記垂直な方向に対して
移動させる段階と、
　前記シャフトベアリングの移動により、前記アングルブロックの第１アングルブロック
の第１縁部と前記アングルブロックの第２アングルブロックの第２縁部を垂直方向に持ち
上げる段階と、
　前記第２アングルブロックの第１縁部と前記アングルブロックの第３アングルブロック
の第２縁部を垂直方向に下げる段階と、
　前記第３アングルブロックの第１縁部を垂直方向に持ち上げる段階と、
を含む、
ディスプレイ装置のモード切替方法。
【請求項２３】
　前記アングルブロックモジュールの移動は、前記ディスプレイ装置の中央に垂直な方向
に前記ディスプレイ装置の一部の動きを発生させる、請求項２２に記載のディスプレイ装
置のモード切替方法。
【請求項２４】
　前記ディスプレイ装置の一部の移動は、前記ディスプレイ装置を曲げる、請求項２３に
記載のディスプレイ装置のモード切替方法。
【請求項２５】
　前記ディスプレイ装置の一部の移動は、前記ディスプレイ装置を平らにする、請求項２
３に記載のディスプレイ装置のモード切替方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えて使用することができる可変
型ディスプレイ装置に関し、特に平坦度が向上した可変型ディスプレイ装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、本格的な情報化時代に突入するに従い、大量の情報を処理及び表示するディスプ
レイ分野が急速に発展してきており、それに応じて様々なフラットディスプレイ装置が開
発されて脚光を浴びている。
【０００３】
　このようなフラットディスプレイ装置の具体例では、液晶ディスプレイ装置（Ｌｉｑｕ
ｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＬＣＤ）、プラズマディスプレ
イ装置（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ　ｄｅｖｉｃｅ：ＰＤＰ）、電界放
出ディスプレイ装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：
ＦＥＤ）、電気発光ディスプレイ装置（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉ
ｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＥＬＤ）、有機発光素子（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ：ＯＬＥＤ）などが挙げられる。これらフラットディスプ
レイ装置は薄型、軽量、低消費電力といった優れた性能を示し、既存のブラウン管（Ｃａ
ｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ：ＣＲＴ）を急速に代替している。
【０００４】
　このようなフラットディスプレイ装置は、高画質化、超薄型化、軽量化及び大面積化に
有利な長所を有する。また、空間活用性、インテリア及びデザイン面で長所を有すること
から様々な分野に応用することができる。
【０００５】
　そして、最近は、曲面型ディスプレイ装置（ｃｕｒｖｅｄ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉ
ｃｅ）が次世代ディスプレイ装置として特に注目されている。曲面型ディスプレイ装置は
、ユーザーの没入感を更に向上させ、画像のリアリティも向上させて、ユーザーに快適さ
まで感じさせる。
【０００６】
　曲面型ディスプレイ装置は、ユーザーの目から画面の中心部及び側面までの各距離が同
一であるため、画面が歪曲したり画像の端部がぼやけたりする現象を最小化することがで
きる。
【０００７】
　一方、最近は、平板型ディスプレイ装置の長所と、没入感を向上させ、かつ、快適さを
感じさせる曲面型ディスプレイ装置の長所を共に有する可変型ディスプレイ装置に対する
研究が求められている。
【０００８】
　可変型ディスプレイ装置は、広い視聴範囲が求められるときは平板型モードで動作させ
、ユーザーの没入感を向上させるときは曲面型モードで動作させることで、ユーザーの便
宜を図ることができる。　
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記のような問題点を解決するためのものであり、平板型ディスプレイ装置と
曲面型ディスプレイ装置を共に具現化できる可変型ディスプレイ装置を提供することを第
１の目的とする。
【００１０】
　また、曲面型ディスプレイ装置を具現化する過程において正確な曲率を持たせることを
第２の目的とし、平板型ディスプレイ装置又は曲面型ディスプレイ装置に切り替える過程
における騒音及び振動を最小化した、軽量及び薄型の可変型ディスプレイ装置を提供する
ことを第３の目的とする。
【００１１】
　更に、平板型モードにおける平坦度を向上させることを第４の目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１２】
　前述のような目的を達成するため、本発明は、平板型モード又は曲面型モードに切り替
えられる可変型ディスプレイ装置において、前記ディスプレイ装置の背面の半分にそれぞ
れ移動可能に装着され、移動に従って前記ディスプレイ装置の曲率を変化させる第１及び
第２アングルブロックモジュールと、前記第１及び第２アングルブロックモジュールを移
動させる駆動システムとを備える、可変型ディスプレイ装置を提供する。
【００１３】
　本発明に係る可変型ディスプレイ装置は、ディスプレイパネルを更に備え、前記ディス
プレイ装置の曲率を変化させることは、前記ディスプレイパネルの曲率を変化させること
である。
【００１４】
　前記ディスプレイパネルは、有機発光ダイオード装置を含む。
【００１５】
　前記第１及び第２アングルブロックモジュールのそれぞれは、複数のリンクと複数のア
ングルブロックとを含む。
【００１６】
　本発明に係る可変型ディスプレイ装置は、隣接したアングルブロックのリンクを連結す
るシャフトベアリングを更に含む。
【００１７】
　前記第１及び第２アングルブロックモジュールは、それぞれがアングルブロック及び前
記アングルブロックの両側のリンクを含む、一列で配置された複数のブロックユニットと
、各ブロックユニットのリンクを隣接したブロックユニットのリンクと連結するシャフト
ベアリングとを含む。そして、前記第１アングルブロックモジュールは前記駆動システム
の第１側に位置し、前記第２アングルブロックモジュールは前記駆動システムの第２側に
位置する。
【００１８】
　前記複数のブロックユニットの前記アングルブロックは、二つの長辺と二つの短辺を有
する矩形状であり、前記長辺は前記リンクの長さに対応する長さを有し、前記短辺は前記
長辺に対して垂直であり、かつ前記長辺より短い。前記アングルブロックは、前記短辺の
うち、一方に突出段部を有し、他方に段差部を有する。そして、一つのアングルブロック
の突出段部は、隣接したアングルブロックの段差部に噛合う。
【００１９】
　前記駆動システムは、駆動力を発生させる駆動部と、前記第１及び第２アングルブロッ
クモジュールに前記駆動力を伝達する駆動部品とを含む。
【００２０】
　前記駆動部は、モーターを含む。
【００２１】
　本発明に係る可変型ディスプレイ装置は、前記第１及び第２アングルブロックモジュー
ルに連結され、前記ディスプレイ装置を平らにするための平坦度調節部を更に含む。
【００２２】
　前記ディスプレイ装置の背面において、その半分はそれぞれ上部若しくは下部である。
【００２３】
　前記駆動システムは、前記第１アングルブロックモジュールと前記第２アングルブロッ
クモジュールとの間において、前記ディスプレイ装置の背面の中央部に位置する。
【００２４】
　また、本発明は、平板型モード又は曲面型モードに切り替えできる可変型ディスプレイ
装置において、前記ディスプレイ装置の背面に可変システムを備え、前記可変システムは
、移動可能であり、移動に従って前記ディスプレイ装置の曲率を変化させる第１及び第２
アングルブロックモジュールと、前記第１及び第２アングルブロックモジュールに結合さ
れ、前記第１及び第２アングルブロックモジュールを移動させる駆動システムとを含む、
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可変型ディスプレイ装置を提供する。
【００２５】
　前記第１及び第２アングルブロックモジュールは、それぞれがアングルブロック及び前
記アングルブロックの両側のリンクを含む、一列で配置された複数のブロックユニットと
、各ブロックユニットのリンクを隣接したブロックユニットのリンクと連結するシャフト
ベアリングとを含む。そして、前記第１及び第２アングルブロックモジュールは、前記駆
動システムの一側に位置する。
【００２６】
　前記駆動システムは、駆動力を発生させる駆動部と、前記第１及び第２アングルブロッ
クモジュールに前記駆動力を伝達する駆動部品とを含む。
【００２７】
　前記駆動部は、モーターを含む。
【００２８】
　前記駆動システムは、前記第１アングルブロックモジュールと前記第２アングルブロッ
クモジュールとの間において、前記ディスプレイ装置の背面の中央部に位置する。
【００２９】
　また、本発明は、平板型モード及び曲面型モードの間を切り替えできる可変型ディスプ
レイ装置において、前記ディスプレイ装置の背面に移動可能に装着され、移動に従って前
記ディスプレイ装置の曲率を変化させるアングルブロックモジュールと、前記アングルブ
ロックモジュールを移動させる駆動システムとを備える、可変型ディスプレイ装置を提供
する。
【００３０】
　前記アングルブロックモジュールは、それぞれがアングルブロック及び前記アングルブ
ロックの両側のリンクを含む、一列で配置された複数のブロックユニットと、各ブロック
ユニットのリンクを隣接したブロックユニットのリンクと連結するシャフトベアリングと
を含む。そして、前記アングルブロックモジュールは、前記駆動システムの一側に位置す
る。
【００３１】
　前記複数のブロックユニットの前記アングルブロックは、二つの長辺と二つの短辺を有
する矩形状であり、前記長辺は前記リンクの長さに対応する長さを有し、前記短辺は前記
長辺に対して垂直であり、かつ前記長辺より短い。前記アングルブロックは、前記短辺の
うち、一方に突出段部を有し、他方に段差部を有する。そして、一つのアングルブロック
の突出段部は、隣接したアングルブロックの段差部に噛合う。
【００３２】
　前記駆動システムは、駆動力を発生させる駆動部と、前記第１及び第２アングルブロッ
クモジュールに前記駆動力を伝達する駆動部品とを含む。
【００３３】
　前記駆動部は、モーターを含む。
【００３４】
　前記駆動システムは、前記ディスプレイ装置の背面の中央部に位置する。
【００３５】
　また、本発明は、ディスプレイ装置の平坦度を調節する平坦度調節部において、前記デ
ィスプレイ装置に結合される駆動システムと、前記駆動システムに結合され、平坦度調節
溝を有するアングルブロックモジュールと、前記平坦度調節溝によってガイドされ、前記
駆動システムに連結される一端及び前記アングルブロックモジュールに連結される他端を
含むワイヤと、前記ワイヤの一部分及び前記ワイヤの一部分に連結されるスプリングを含
む張力調節部とを備える、平坦度調節部を提供する。
【００３６】
　前記ディスプレイ装置が曲面型モードであるとき、前記スプリングが伸び、前記ワイヤ
は前記ディスプレイ装置の背面に沿って弛みなく引っ張られることで、前記ディスプレイ
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装置の一端から前記ディスプレイ装置の中心側に力が加えられ、前記ディスプレイ装置の
中央部が平らになる。
【００３７】
　前記ワイヤの張力は、前記ディスプレイ装置が曲面になるよう前記アングルブロックモ
ジュールを介して加えられる力より小さい。
【００３８】
　前記ディスプレイ装置が平板型モードであるとき、前記スプリングが緩み、前記ワイヤ
は前記ディスプレイ装置の一端から前記ディスプレイ装置の中央側に力が加えられること
を防ぐ。
【００３９】
　前記駆動システムが一方向に駆動するとき、前記張力調節部は、前記ディスプレイ装置
の一端から前記ディスプレイ装置の中央側に力を加えて前記ディスプレイ装置を平らにす
る。
【００４０】
　本発明に係る平坦度調節部は、前記ワイヤの張力を調節するための締め具を更に備える
。
【００４１】
　また、本発明は、ディスプレイ装置を曲げたり平らにしたりするための駆動システムに
おいて、第１及び第２方向に駆動力を発生させる駆動部と、前記駆動部に連結され、アン
グルブロックモジュールに前記駆動力を伝達する駆動部品と、前記アングルブロックモジ
ュール内に一列で配置され、前記ディスプレイ装置の背面に位置するブロックユニットと
、第１ブロックユニットを第２ブロックユニットに連結するシャフトベアリングとを備え
、前記駆動力は、前記ブロックユニットを移動させ、前記ディスプレイ装置の中央に垂直
な方向に対して前記ディスプレイ装置の一部を動かす駆動システムを提供する。
【００４２】
　各ブロックユニットは、アングルブロックとリンクとを含む。そして、前記第１ブロッ
クユニットの第１リンク及び前記第２ブロックユニットの第２リンクは、前記リンクの長
さ方向に対して垂直に位置する前記シャフトベアリングを介して互いに連結される。
【００４３】
　前記シャフトベアリングは、前記第１リンクの第１端と前記第２リンクの第２端に位置
するベアリング溝に挿入される。
【００４４】
　前記アングルブロックは、二つの長辺と二つの短辺を有する矩形状であり、前記長辺は
前記リンクの長さに対応する長さを有し、前記短辺は前記長辺に対して垂直であり、かつ
前記長辺より短い。そして、第１短辺は突出段部を有する。
【００４５】
　第２短辺は段差部を有する。そして、前記突出段部は各アングルブロックより薄く、且
つ狭く、前記突出段部は前記ディスプレイ装置のバックカバー側に傾いた表面を有し、第
１アングルブロックの突出段部は第２アングルブロックの段差部上に載置される。
【００４６】
　前記第１方向への駆動力は、前記ディスプレイ装置の前面に垂直な方向に前記ブロック
ユニットを移動させ、前記ディスプレイ装置が曲がるようにする。
【００４７】
　前記第２方向への駆動力は、前記ディスプレイ装置の前面に垂直な方向に前記ブロック
ユニットを移動させ、前記ディスプレイ装置が平らになるようにする。
【００４８】
　前記駆動部は、モーターである。
【００４９】
　また、本発明は、背面に移動可能に位置するアングルブロックモジュールと前記アング
ルブロックモジュールを移動させる駆動システムとを備えるディスプレイ装置を、平板型
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モード又は曲面型モードに切り替える方法において、前記駆動システムを活性化させて前
記アングルブロックモジュールを移動させ、前記ディスプレイ装置の曲率を調節する段階
を含む、ディスプレイ装置のモード切替方法を提供する。
【００５０】
　前記アングルブロックモジュールの移動は、前記ディスプレイ装置の中央に垂直な方向
に前記ディスプレイ装置の一部の動きを発生させる。
【００５１】
　前記ディスプレイ装置の一部の移動は、前記ディスプレイ装置が曲がるようにする。
【００５２】
　前記ディスプレイ装置の一部の移動は、前記ディスプレイ装置が平らになるようにする
。
【００５３】
　前記ディスプレイ装置の曲率を調節する段階は、前記駆動システム内の駆動部を駆動さ
せて駆動力を生成し、前記駆動力を前記アングルブロックモジュールの第１リンクに伝達
して、前記駆動力が前記駆動部に対して前記第１リンクを動かす段階と、前記第１リンク
の動きによって前記ディスプレイ装置の背面に固定され、前記第１リンクに連結されるア
ングルブロックの固定された力を相反させる段階と、前記第１リンクと前記第２リンクと
を連結するシャフトベアリングを、前記ディスプレイ装置の背面に垂直な方向に移動させ
、前記アングルブロックの短辺を前記ディスプレイ装置の背面に対して一定角度で移動さ
せ、前記ディスプレイ装置を前記垂直な方向に対して移動させる段階とを含む。
【００５４】
　前記第１リンクを前記駆動部から遠ざかるように移動させる段階は、前記ディスプレイ
装置の曲率を増加させ、前記第１リンクを前記駆動部に近づけるように移動させる段階は
、前記ディスプレイ装置の曲率を減少させる。
【発明の効果】
【００５５】
　前述したように、本発明に従い、ディスプレイパネルモジュールの背面にアングルブロ
ックモジュールを含むバックカバーシステムを装着し、選択的に平板型モード又は曲面型
モードに切り替えることができる可変型ディスプレイ装置を提供することにより、室外の
広場のように開放された空間、または空港やターミナルなどの室内広場に設けられたとき
、多くの視聴者に具現化された画像でニュースや広告などの内容を伝えようとする場合は
、広い視聴範囲を具現化できる平板型モードで動作させる一方、ユーザーの没入感を向上
させ、かつ、画像のリアリティを向上させて、ユーザーに快適さを感じさせるためには曲
面型モードで動作させることができる。よって、ユーザーの便宜を図ることができる効果
がある。
【００５６】
　また、バックカバーシステムに平坦度調節部を更に含ませることにより、可変型ディス
プレイ装置の中央部で塑性変形が生じても平坦度を向上させることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１ａ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置を概略的に示した斜視図である
。
【図１ｂ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置を概略的に示した斜視図である
。
【図２】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の背面を概略的に示した斜視図で
ある。
【図３】ディスプレイパネルモジュールの背面に装着したバックカバーシステムを概略的
に示した斜視図である。
【図４】アングルブロックモジュールを概略的に示した分解斜視図である。
【図５ａ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
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ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｂ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｃ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｄ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｅ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｆ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【図５ｇ】本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから曲面型モー
ドに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　以下、図面を参照し、本発明に係る実施例を詳細に説明する。
【００５９】
　図１ａ～１ｂは本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置を概略的に示した斜視図
であり、図２は本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の背面を概略的に示した斜
視図である。
【００６０】
　図面に示すように、本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置１００は、画像を具
現化するためのディスプレイパネルモジュール１１０と、ディスプレイパネルモジュール
１１０を収容する外付けケース１２０と、外付けケース１２０の下段部、或いは背面部に
連結され、机や壁面に固定されるように形成された足１３０とからなる。
【００６１】
　ディスプレイパネルモジュール１１０は、液晶ディスプレイ装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ装置（Ｐ
ｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ　ｄｅｖｉｃｅ：ＰＤＰ）、電界放出ディスプ
レイ装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ：ＦＥＤ）、
電気発光ディスプレイ装置（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ
　ｄｅｖｉｃｅ：ＥＬＤ）、有機発光素子（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ：ＯＬＥＤ）のうち、一つからなるディスプレイパネルを含むが、紙
のように曲がってもディスプレイ性能をそのまま維持できるフレキシブルディスプレイ装
置の代表であるＯＬＥＤを用いることが望ましい。
【００６２】
　ＯＬＥＤは自発光素子であり、非発光素子の液晶ディスプレイ装置に用いられるバック
ライトが要らないため、軽量化及び薄型化が可能である。
【００６３】
　そして、液晶ディスプレイ装置に比べて視野角及びコントラストに優れており、消費電
力面でも有利で直流低電圧駆動が可能である。また、応答速度が速く、内部構成要素が固
体であるため、外部からの衝撃に強く、使用温度範囲も広いといった長所を有する。
【００６４】
　特に、製造工程が単純であるため、生産原価を既存の液晶ディスプレイ装置より大きく
節減できるという長所がある。
【００６５】
　かかるＯＬＥＤで構成されるディスプレイパネルは、第１基板と、第１基板と向き合う
第２基板とで構成され、第１及び第２基板は、接着性を有する保護層を介して互いに離隔
されて貼り合わされる。
【００６６】
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　図面には示していないが、更に詳しく説明すると、第１基板の上部には、画素領域毎に
駆動薄膜トランジスタが設けられる。それぞれの駆動薄膜トランジスタには第１電極が連
結され、第１電極の上部には特定色の光を発光する有機発光層が設けられ、有機発光層の
上部には第２電極が設けられる。
【００６７】
　有機発光層は赤、緑、青色を表現するが、一般的方法では画素毎に赤、緑、青色を発光
する別途の有機物質をパターニングして使用する。
【００６８】
　これら第１及び第２電極とその間に形成された有機発光層は発光ダイオードを構成する
。かかる構造を有するディスプレイパネルは、第１電極を陽極（ａｎｏｄｅ）として、第
２電極を陰極（ｃａｔｈｏｄｅ）として構成する。
【００６９】
　かかるディスプレイパネルは、バックカバーとカバーウィンドウとを介してモジュール
化され、ディスプレイパネルモジュール１１０を構成する。バックカバーはディスプレイ
パネルの背面と側面の一部を覆う形状で、前面が開口されてディスプレイパネルで具現化
される画像を表示するように構成される。
【００７０】
　そして、バックカバーの開口された前面には、ディスプレイパネルを保護できるカバー
ウィンドウが組立・締結される。
【００７１】
　かかるディスプレイパネルモジュール１１０を備える本発明の実施例に係る可変型ディ
スプレイ装置１００は、図１ａに示すように画像が具現化されるディスプレイパネルモジ
ュール１１０が平らな平板型からなる平板型モード（ｆｌａｔ　ｍｏｄｅ）で動作するこ
とによって広い視聴範囲を有することになり、多くの視聴者にディスプレイパネルモジュ
ール１１０で具現化される画像によるニュースや広告などの内容を伝えることになる。
【００７２】
　一方、本発明の可変型ディスプレイ装置１００は、図１ｂに示すように画像が具現化さ
れるディスプレイパネルモジュール１１０が湾曲された曲面部を有する曲面型モード（ｃ
ｕｒｖｅｄ　ｍｏｄｅ）で動作することにより、視聴者の没入感を更に向上させ、画像の
リアリティも向上させて、ユーザーに快適さを感じさせることができる。
【００７３】
　即ち、本発明の可変型ディスプレイ装置１００は選択的に平板型モード又は曲面型モー
ドに切り替えることができるため、ユーザーは必要に応じて平板型モード又は曲面型モー
ドのディスプレイ装置を選択して使用することができる。
【００７４】
　本発明の可変型ディスプレイ装置１００は、図２に示すようにディスプレイパネルモジ
ュール１１０の背面、即ち、バックカバーの背面に装着されるバックカバーシステム２０
０により、平板型モード及び曲面型モードで動作することになる。
【００７５】
　それについて更に詳しく説明する。
【００７６】
　図３はディスプレイパネルモジュールの背面に装着されたバックカバーシステムを概略
的に示した斜視図であり、図４はアングルブロックモジュールを概略的に示した分解斜視
図である。
【００７７】
　図面に示すように、バックカバーシステム２００は、ディスプレイパネルモジュール（
図２の１１０）のバックカバーの背面に装着される。バックカバーシステム２００は、ア
ングルブロックモジュール２１０と、アングルブロックモジュール２１０に動力を伝達す
る駆動システム２２０と、平坦度調節部３００とで構成される。
【００７８】
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　アングルブロックモジュール２１０には、アングルブロック２１３と駆動システム２２
０から伝達される回転運動を直線運動に変換させる一対のリンク２１５とを含むブロック
ユニット２１１が複数並んで配列される。それぞれのブロックユニット２１１間には、各
リンク２１５を連結し、かつ、相接する複数のアングルブロック２１３の縁部を上昇及び
下降させるシャフトベアリング（図４の２１７）が構成される。
【００７９】
　そして、駆動システム２２０は、回転力を発生させるモーター２２１と、モーター２２
１の回転運動をリンク２１５に伝達するギアー２２３とからなる。
【００８０】
　かかるアングルブロックモジュール２１０は、ディスプレイパネルモジュール（図２の
１１０）の長さ方向に沿って駆動システム２２０を中心に両側に対向して配置される。図
４を参照し、アングルブロックモジュール２１０について更に詳しく説明する。アングル
ブロックモジュール２１０には、複数のブロックユニット２１１ａ、２１１ｂが並んで配
列される。そして、それぞれのブロックユニット２１１ａ、２１１ｂは、アングルブロッ
ク２１３ａ、２１３ｂと、アングルブロック２１３ａ、２１３ｂの両側に位置する一対の
リンク２１５ａ、２１５ｂとを含む。
【００８１】
　即ち、一対の第１リンク２１５ａ間に第１アングルブロック２１３ａが位置する第１ブ
ロックユニット２１１ａが構成され、第１ブロックユニット２１１ａの一側には、一対の
第１リンク２１５ａに連結される第２リンク２１５ｂと第２リンク２１５ｂ間に位置する
第２アングルブロック２１３ｂとを含む第２ブロックユニット２１１ｂが構成される。
【００８２】
　そして、第１ブロックユニット２１１ａと第２ブロックユニット２１１ｂとの間、即ち
、第１アングルブロック２１３ａと第２アングルブロック２１３ｂとの間には、第１及び
第２リンク２１５ａ、２１５ｂの長さ方向に対して垂直にシャフトベアリング２１７が構
成される。第１及び第２リンク２１５ａ、２１５ｂの一端及び他端は、シャフトベアリン
グ２１７を介して連結される。即ち、一対の第１リンク２１５ａの一端と一対の第２リン
ク２１５ｂの他端には、互いに対応するベアリングホール２１９が設けられている。
【００８３】
　したがって、シャフトベアリング２１７をベアリングホール２１９に全て差込・挿入す
ることにより、一対の第１リンク２１５ａの一端と一対の第２リンク２１５ｂの他端はシ
ャフトベアリング２１７を介して連結される。
【００８４】
　そのとき、ベアリングホール２１９が設けられたリンク２１５ａ、２１５ｂの一端及び
他端の厚さは、リンク２１５ａ、２１５ｂの厚さに比べて薄くなるようにリンク２１５ａ
、２１５ｂの内側及び外側から延長して形成される。互いに密着される各リンク２１５ａ
、２１５ｂの一端と他端は、互いに噛合う構造を有する。
【００８５】
　即ち、第１リンク２１５ａにおけるベアリングホール２１９が設けられた延長部は、第
１リンク２１５ａの外側から延長して形成され、また、第１リンク２１５ａと密着される
第２リンク２１５ｂにおけるベアリング２１９が設けられた延長部は、第２リンク２１５
ｂの内側から延長して形成される。
【００８６】
　したがって、第１リンク２１５ａの一端と第２リンク２１５ｂの他端は互いに噛合う構
造を有する。その結果、第１及び第２リンク２１５ａ、２１５ｂは互いに一直線を成すよ
うに装着され、その連結部によってアングルブロックモジュール２１０の体積が大きくな
ることを防止することができる。
【００８７】
　複数のアングルブロック２１３ａ、２１３ｂは、それぞれリンク２１５ａ、２１５ｂの
長さ方向に対応する長さを有する二つの長辺の縁部と、二つの長辺の縁部に対して垂直、
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かつ、二つの縁部に比べて短い長さを有する二つの短辺の縁部とからなる矩形状である。
短辺の一縁部には、突出段部２１２が突出して設けられる。
【００８８】
　突出段部２１２の厚さはアングルブロック２１３ａ、２１３ｂの厚さに比べて薄く、ア
ングルブロック２１３ａ、２１３ｂの幅に比べて狭くなるように形成される。そして、端
部に行くにつれてディスプレイパネルモジュール（図２の１１０）のバックカバーに向か
って一定角傾いて形成される。
【００８９】
　アングルブロック２１３ａ、２１３ｂの突出段部２１２が設けられた一縁部を第１縁部
と定義し、第１縁部と対向する他縁部を第２縁部と定義すると、短辺の第２縁部には、隣
接するアングルブロック２１３ａ、２１３ｂの突出段部２１２が差込・挿入される段差部
２１４が設けられる。
【００９０】
　段差部２１４は、突出段部２１２の幅及び厚さに対応し、階段状に段差を持って形成さ
れる。段差部２１４の両側に段差部側面２１４ａが設けられる。
【００９１】
　アングルブロック２１３ａ、２１３ｂには複数のホールを設けることができる。それに
より、アングルブロックモジュール２１０の重量を低減し、可変型ディスプレイ装置（図
２の１００）の軽量化を具現することができる。
【００９２】
　隣接するブロックユニット２１１ａ、２１１ｂ間に位置するシャフトベアリング２１７
は、一対の第１及び第２リンク２１５ａ、２１５ｂの一端及び他端を連結する。
【００９３】
　そのとき、シャフトベアリング２１７は段差部２１４上に位置し、その両端はアングル
ブロック２１５ａ、２１５ｂの段差部側面２１４ａに備えられ、段差部側面２１４ａの長
さ方向に沿って設けられたホール２１４ｂに差し込まれてガイドされる。
【００９４】
　即ち、シャフトベアリング２１７の両端は、段差部側面２１４ａに設けられたホール２
１４ｂに差込・挿入されたまま、それぞれ一対の第１及び第２リンク２１５ａ、２１５ｂ
のベアリングホール２１９に差込・挿入される。
【００９５】
　かかるシャフトベアリング２１７にはローラー２１７ａが装着される。シャフトベアリ
ング２１７は、隣接するアングルブロック２１３ａ、２１３ｂの突出段部２１２が段差部
２１４に差込・挿入されるようにガイドする働きをすると共に、一対の第１及び第２リン
ク２１５ａ、２１５ｂに伝達される直線運動による駆動力を受け、突出段部２１２が段差
部２１４に差込・挿入されている、隣接するアングルブロック２１３ａ、２１３ｂの各第
１及び第２縁部を垂直方向に持ち上げる働きをする。
【００９６】
　段差部２１４にはローラー２１７ａをガイドするための溝２１４ｃを更に設けることが
できる。段差部２１４の端部には引掛け部２１４ｄが設けられ、シャフトベアリング２１
７とローラー２１７ａが段差部２１４の外部へ抜けることを防止することができる。
【００９７】
　駆動システム２２０を中心に複数のアングルブロック２１３ａ、２１３ｂの両側縁部が
上昇及び下降することにより、バックカバーシステム２００は全体的に湾曲された形、若
しくは平らな形を有することになる。
【００９８】
　したがって、本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置（図２の１００）は、ディ
スプレイパネルモジュール（図２の１１０）のバックカバーの背面に装着されるバックカ
バーシステム２００を介し、平板型モード又は曲面型モードに選択的に切り替えて使用す
ることができる。
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【００９９】
　駆動システム２２０を中心に両側に対向して配置される各アングルブロックモジュール
２１０には、平坦度調節部３００が設けられる。平坦度調節部３００は、可変型ディスプ
レイ装置（図２の１００）が平板型モードで動作する過程において、可変型ディスプレイ
装置（図２の１００）の平坦度を向上させる役割をする。
【０１００】
　かかる平坦度調節部３００はワイヤ３１０を含む。ワイヤ３１０は、アングルブロック
モジュール２１０の複数のアングルブロックの一側または両側に複数のアングルブロック
２１３の長さ方向に沿って設けられた平坦度調節溝（図５ｆの３２０）にガイドされ、配
置される。
【０１０１】
　ワイヤ３１０は、その一端がモーター２２１と連結され、他端は駆動システム２２０を
中心に両側に対向して配置されたアングルブロックモジュール２１０の端部と連結される
。かかる平坦度調節部３００はワイヤ３１０の一部分と、ワイヤ３１０の一部分に連結さ
れるスプリング３３０との二重構造からなる張力調節部Ａを含む。
【０１０２】
　即ち、アングルブロックモジュール２１０の長さ方向に沿って設けられた平坦度調節溝
（図５ｆの３２０）によりガイドされる平坦度調節部３００は、ワイヤ３１０の一部分の
一側にスプリング３３０の一端が連結され、ワイヤ３１０の一部分の他側にスプリング３
３０の他端が連結されるが、スプリング３３０の長さはワイヤ３１０の一部分の長さに比
べ、短く形成される。
【０１０３】
　駆動システム２２０を中心に両側に対向して配置されるアングルブロックモジュール２
１０に設けられたワイヤ３１０は、湾曲された形のディスプレイパネルモジュール（図２
の１１０）の背面の長さ方向に対応する長さを有するように設けられる。
【０１０４】
　本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置（図２の１００）は、かかる平坦度調節
部３００を介し、平板型モードで動作する可変型ディスプレイ装置（図２の１００）の平
坦度を更に向上させる。
【０１０５】
　バックカバーシステム２００を介し、可変型ディスプレイ装置（図２の１００）を平板
型モードから曲面型モードに切り替える様子と共に、平板型モードで平坦度が更に向上す
る様子について更に詳しく説明する。
【０１０６】
　図５ａ～図５ｇを参照し、詳細に説明する。
【０１０７】
　図５ａ～図５ｇは、本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置の平板型モードから
曲面型モードに切り替えるための駆動の様子を概略的に示した図面である。説明の都合上
、アングルブロックモジュールを中心に説明する。
【０１０８】
　図５ａに示すように、バックカバーシステム２００はディスプレイパネルモジュール（
図２の１１０）のバックカバーの背面に長さ方向に沿って装着されるが、バックカバーシ
ステム（図４の２００）のアングルブロックモジュール２１０は、駆動システム２２０を
中心に両側に対向して配置される。
【０１０９】
　アングルブロックモジュール２１０の各ブロックユニット２１１ａ、２１１ｂ、２１１
ｃは、それぞれディスプレイパネルモジュール（図２の１１０）のバックカバーに固定さ
れている。
【０１１０】
　モーター２２１を時計回りに駆動させると、ギアー２２３が時計回りに回転することに
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より、ギアー２２３の回転力がアングルブロックモジュール２１０の一対の第１リンク２
１５ａに伝達される。
【０１１１】
　ギアー２２３には回転力に対応するガイド溝２２３ａが設けられている。ガイド溝２２
３ａに一対の第１リンク２１５ａが連結され、ギアー２２３が回転すると、一対の第１リ
ンク２１５ａはガイド溝２２３ａの一端から他端に移動する。それにより、ギアー２２３
の回転力が第１リンク２１５ａに伝達される。
【０１１２】
　アングルブロックモジュール２１０が駆動システム２２０の両側に対向して配置される
ため、ギアー２２３には互いに対向する二つのガイド溝２２３ａが設けられる。そして、
各ガイド溝２２３ａに駆動システム２２０の両側に位置するアングルブロックモジュール
２１０の一対の第１リンク２１５ａがそれぞれ連結される。
【０１１３】
　一対の第１リンク２１５ａに伝達された回転力が直線運動に変換され、図５ｂに示すよ
うに、第１リンク２１５ａは、駆動システム２２０から反対側、即ち、図面上で定義され
た＋Ｘ軸方向に前進する。第１リンク２１５ａが前進することによって発生する力と、第
１及び第２アングルブロック２１３ａ、２１３ｂをディスプレイパネルモジュール（図２
の１１０）のバックカバーに固定している力とが相反し、その結果、第１リンク２１５ａ
の一端と連結される第２リンク２１５ｂの他端の連結部は、第１リンク２１５ａの前進方
向に対して垂直方向である、図面上の＋Ｚ軸方向に持ち上げられる。
【０１１４】
　一対の第１リンク２１５ａの一端と一対の第２リンク２１５ｂの他端が、第１リンク２
１５ａの前進方向に対して垂直方向に持ち上げられることにより、一対の第１リンク２１
５ａの一端と一対の第２リンク２１５ｂの他端とを連結するシャフトベアリング２１７も
一緒に＋Ｚ軸方向に持ち上げられる。
【０１１５】
　シャフトベアリング２１７が持ち上げられることで、第１アングルブロック２１３ａの
突出段部２１２は、シャフトベアリング２１７により、隣接する第２アングルブロック２
１３ｂの段差部２１４に差込・挿入される。
【０１１６】
　また、第１アングルブロック２１３ａの突出段部２１２が隣接する第２アングルブロッ
ク２１３ｂの段差部２１４に差込・挿入される過程において、シャフトベアリング２１７
が＋Ｚ軸方向に持ち上げられ続けることにより、図５ｃ～図５ｄに示すように、第１アン
グルブロック２１３ａの突出段部２１２が設けられた第１縁部と、第２アングルブロック
２１３ｂの段差部２１４が設けられた第２縁部も一緒に＋Ｚ軸方向に持ち上げられること
になる。
【０１１７】
　第２アングルブロック２１３ｂの第２縁部が＋Ｚ軸方向に持ち上げられることにより、
第２アングルブロック２１３ｂの第１縁部は、その反作用で－Ｚ軸方向に下がることにな
る。
【０１１８】
　突出段部２１２が端部に行くにつれて、ディスプレイパネルモジュール（図２の１１０
）のバックカバーに向かって、即ち、図面上で定義された－Ｚ軸方向に一定角傾いて設け
られることにより、突出段部２１２が段差部２１４に差込・挿入される場合、第２アング
ルブロック２１３ｂの第２縁部は突出段部２１２によって押される。
【０１１９】
　したがって、第２アングルブロック２１３ｂの第１縁部は、更に－Ｚ軸方向に下がるこ
とになる。
【０１２０】
　第２アングルブロック２１３ｂの第１縁部が－Ｚ軸方向に下がることにより、第２アン
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グルブロック２１３ｂに隣接し、かつ、第２アングルブロック２１３ｂの第１縁部に設け
られた突出段部２１２が差込・挿入される段差部２１４が設けられた第３アングルブロッ
ク２１３ｃの第２縁部も－Ｚ軸方向に下がることになる。
【０１２１】
　そして、図中には示していないが、第２縁部が－Ｚ軸方向に下がった第３アングルブロ
ック２１３ｃの第１縁部は、その反作用によって＋Ｚ軸方向に持ち上げられる。これは、
複数のアングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃに全て連係して作用する。
【０１２２】
　このように複数のアングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃの第１及び第２縁部
が上昇及び下降することにより、アングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃの上昇
角度分及び下降角度分だけ、アングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃが固定され
たディスプレイパネルモジュール１１０の角度も調節される。
【０１２３】
　そして、駆動システム２２０の他側に装着されたアングルブロックモジュール２１０も
上記のように駆動されることにより、かかるバックカバーシステム２００が背面に装着さ
れたディスプレイパネルモジュール１１０は、図５ｅに示すように全体的に垂直方向を基
準にして湾曲された形を有することになる。
【０１２４】
　したがって、曲面型モードが具現化される。
【０１２５】
　本発明のバックカバーシステム２００は、アングルブロックモジュール２１０を、それ
ぞれアングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃを含む複数のブロックユニット２１
１ａ、２１１ｂ、２１１ｃで構成する。その結果、複数のブロックユニット２１１ａ、２
１１ｂ、２１１ｃがそれぞれ一つの関節として働き、曲面型モードを具現化する過程にお
いて正確な曲率を持つことができる。
【０１２６】
　即ち、それぞれのアングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃの上昇及び下降角度
を調節することができ、希望する曲率を具現化することができる。
【０１２７】
　ディスプレイパネルモジュール１１０が湾曲された形である曲面型モードが具現化され
ると、図５ｆに示すように駆動システム２２０を中心に両側に対向して配置された各アン
グルブロックモジュール２１０に備えられ、かつ、一端が駆動システム２２０のモーター
２２１と連結され、他端はアングルブロックモジュール２１０の端部と連結されるワイヤ
３１０を含む平坦度調節部３００は、弾性力によってスプリング３３０が伸びると同時に
、ワイヤ３１０が湾曲された形のディスプレイパネルモジュール１１０の背面に沿って弛
みなく引っ張られる。
【０１２８】
　したがって、平坦度調節部３００のワイヤ３１０に張力が与えられ、平坦度調節部３０
０は、ディスプレイパネルモジュール１１０の長さ方向の両側端部から引っ張る力を曲面
型モードに具現化されるディスプレイパネルモジュール１１０に与える。
【０１２９】
　それにより、可変型ディスプレイ装置１００が曲面型モードに具現化される過程におい
て、湾曲されたディスプレイパネルモジュール１１０の中央部における平坦度を更に向上
させることができる。
【０１３０】
　平坦度調節部３００を通して与えられるワイヤ３１０の張力は、ディスプレイパネルモ
ジュール１１０が湾曲されるよう、アングルブロックモジュール２１０を通して与える力
に比べて小さいため、可変型ディスプレイ装置１００は、曲面型モードを具現化しながら
も中央部における平坦度のみを向上させる。
【０１３１】
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　一方、曲面型モードから平板型モードに切り替えようとする場合、駆動システム２２０
のモーター２２１を反時計回りに駆動させると、ギアー２２３が反時計回りに回転するこ
とにより、ガイド溝２２３ａの他端に位置する一対の第１リンク２１５ａは、ガイド溝２
２３ａの一端に移動する。それにより、ギアー２２３の回転力が一対の第１リンク２１５
ａに伝達される。
【０１３２】
　一対の第１リンク２１５ａに伝達された回転力は直線運動に変換され、一対の第１リン
ク２１５ａは、駆動システム２２０側、即ち、図面上の－Ｘ軸方向に後進する。
【０１３３】
　一対の第１リンク２１５ａが後進することにより、＋Ｙ軸方向に持ち上げられたシャフ
トベアリング２１７が下降すると同時に、第１アングルブロック２１３ａの突出段部２１
２は隣接する第２アングルブロック２１３ｂの段差部２１４から分離され、第１アングル
ブロック２１３ａの第１縁部と第２アングルブロック２１３ｂの第２縁部も下降する。
【０１３４】
　第２アングルブロック２１３ｂの第２縁部が下降することにより、第２アングルブロッ
ク２１３ｂの第１縁部はその反作用で＋Ｙ軸方向に持ち上げられる。
【０１３５】
　これは複数のアングルブロック２１３ａ、２１３ｂ、２１３ｃに全て連係して作用し、
アングルブロックモジュール２１０は全て一直線上に位置することになる。
【０１３６】
　したがって、ディスプレイパネルモジュール１１０は、全体的に平らな平板型モードを
具現化する。
【０１３７】
　ディスプレイパネルモジュール１１０において、平らな、平板型モードが具現化される
と、図５ｇに示すように、平坦度調節部３００の伸びたスプリング３３０は元の状態に復
元され、湾曲されたディスプレイパネルモジュール１１０の背面に沿って弛みなく引っ張
られていた平坦度調節部３００のワイヤ３１０は弛んでしまう。
【０１３８】
　ワイヤ３１０は、スプリング３３０によって張力調節部（図３のＡ）でのみ弛みが生じ
るため、ワイヤ３１０が弛む過程においてモーター２２１などに吸い込まれることを防止
することができる。
【０１３９】
　スプリング３３０の一端が連結されるワイヤ３１０の一部分及びスプリング３３０の他
端が連結されるワイヤ３１０の他部分を除いたワイヤ３１０の長さと、弾性力が与えられ
ず、伸びていないスプリング３３０の長さとは、平板型モードに具現化されたディスプレ
イパネルモジュール１１０の背面の長さ方向の長さと対応する。
【０１４０】
　モーター２２１を反時計回りに更に駆動させると、平坦度調節部３００の伸びていない
スプリング３３０及びワイヤ３１０に張力が与えられる。
【０１４１】
　平坦度調節部３００は、ディスプレイパネルモジュール１１０の長さ方向の両側端部か
ら引っ張る力を、平板型モードに具現化されたディスプレイパネルモジュール１１０に与
える。したがって、ディスプレイパネルモジュール１１０は長さ方向の両側端部から引っ
張る力により、平坦度が向上した平板型モードを具現化する。
【０１４２】
　それについて更に詳しく説明する。可変型ディスプレイ装置１００を曲面型モード及び
平板型モードに繰り返し切り替えると、アングルブロックモジュール２１０が駆動システ
ム２２０を中心に両側に対向して配置されるため、駆動システム２２０が装着される可変
型ディスプレイ装置１００の中央部には繰り返されるストレスによる応力が集中する。
【０１４３】
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　したがって、応力の集中した可変型ディスプレイ装置１００を曲面型モード及び平板型
モードに繰り返し切り替えると、応力の集中した可変型ディスプレイ装置１００の中央部
において剛性が低下し、可変型ディスプレイ装置１００自体の曲がりのような塑性変形が
発生する。
【０１４４】
　かかる可変型ディスプレイ装置１００は、中央部における塑性変形により、曲面型モー
ドまたは平板型モードに具現化される過程において、中央部の平坦度が低下する。
【０１４５】
　そのため、本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置１００は、バックカバーシス
テム２００に平坦度調節部３００を備え、平坦度調節部３００のワイヤ３１０を介してデ
ィスプレイパネルモジュール１１０の長さ方向の両側端部から引っ張る力をディスプレイ
パネルモジュール１１０に与えることにより、可変型ディスプレイ装置１００の中央部に
おいて塑性変形が発生しても平坦度を向上させることができる。
【０１４６】
　一方、平坦度調節部３００のワイヤ３１０には、ターンバックル３４０のようなワイヤ
３１０の張力を調節するための締め具を設けることができる。ターンバックル３４０は、
長さ方向の両端にネジ棒を有する部品である。その一端の雄ネジは右ネジ、他端の雄ネジ
は左ネジとなっており、雌ネジのある部品、即ち、調節ナットを回転させると二つの雄ネ
ジは互いに近寄り、反対に回転させると遠ざかる。
【０１４７】
　それにより、平坦度調節部３００のワイヤ３１０を長時間使用してワイヤ３１０の張力
が低下すると、ターンバックル３４０を通じてワイヤ３１０の張力を調節することができ
る。
【０１４８】
　前述のように、本発明の可変型ディスプレイ装置１００は、ディスプレイパネルモジュ
ール１１０の背面にバックカバーシステム２００を装着することで、選択的にディスプレ
イパネルモジュール１１０を平板型モードから曲面型モードに切り替えて使用することが
できる。
【０１４９】
　即ち、室外の広場のように開放された空間、または空港やターミナルなどの室内広場に
設けられ、多くの視聴者に具現化された画像でニュースや広告などの内容を伝えようとす
る場合は、広い視聴範囲を具現化できる平板型モードで動作させる一方、ユーザーの没入
感を更に向上させ、かつ、画像のリアリティを向上させて、ユーザーに快適さを感じさせ
るためには曲面型モードで動作させることができる。
【０１５０】
　したがって、ユーザーは必要に応じて、本発明の可変型ディスプレイ装置１００を平板
型モードまたは曲面型モードに具現化して使用することができる。
【０１５１】
　本発明の可変型ディスプレイ装置１００は、平板型モード又は曲面型モードに切り替え
る過程において振動や騒音を殆ど発生しない。また、バックカバーシステム２００が駆動
システム２２０とアングルブロックモジュール２１０のみで構成され、アングルブロック
モジュール２１０がディスプレイパネルモジュール１１０のバックカバーの背面に直に装
着されるため、バックカバーシステム２００が可変型ディスプレイ装置１００において占
める体積及び重量が最小化される。よって、本発明の可変型ディスプレイ装置１００は、
平板型モード又は曲面型モードに切り替えることができる上に、軽量化及び薄型化を具現
することができる。
【０１５２】
　バックカバーシステム２００は、ディスプレイパネルモジュール１１０の両側の長さ方
向に沿って装着されることが望ましい。
【０１５３】
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　特に、本発明の実施例に係る可変型ディスプレイ装置１００は、バックカバーシステム
２００に平坦度調節部３００を更に備え、平坦度調節部３００のワイヤ３１０を介してデ
ィスプレイパネルモジュール１１０の長さ方向の両側端部から引っ張る力をディスプレイ
パネルモジュール１１０に与えることにより、可変型ディスプレイ装置１００の中央部に
おいて塑性変形が発生しても平坦度を向上させることができる。
【０１５４】
　本発明は上記実施例に限られず、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々に変更して実
施することができる。
【符号の説明】
【０１５５】
　１００…可変型ディスプレイ装置、１１０…ディスプレイパネル、２００…バックカバ
ーシステム、３００…平坦度調節部、３１０…ワイヤ、３２０…平坦度調節溝、３３０…
スプリング、３４０…ターンバックル

【図１ａ】 【図１ｂ】
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